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自
民
党
の
「
警
備
業
の
更
な
る
発
展
を
応
援
す
る
議
員
連
盟
」
（会

長
＝
竹
本
直
一
衆
院
議
員
）
は
３
月
４
日
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田

町
の
衆
院
議
員
会
館
内
で
総
会
を
開
い
た
。
出
席
し
た
全
国
警
備
業

連
盟
の
青
山
幸
恭
理
事
長
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
警
備
業
界
の
窮
状
を

説
明
、
こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
り
提
出
し
て
き
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望
」
の
実
現
を
改
め
て
訴
え
た
。

議連で警備業の窮状を訴える青山理事長（右）。左
から野田毅議連最高顧問、竹本会長、鬼木誠事務局長

議
連
で
は
多
く
の
国
会
議
員
が
警
備
業
の

窮
状
に
理
解
を
示
し
、支
援
を
表
明
し
た
。

右
は
古
屋
圭
司
・
議
連
最
高
顧
問
／
元
国

家
公
安
委
員
長
、左
下
・
葉
梨
衆
院
議
員
、

右
下
・
和
田
参
院
議
員

青山理事長

　
全
国
警
備
業
連
盟
も
２
０
１
９

年
５
月
発
足
以
来
足
掛
け
２
年
。

昨
年
来
の
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
で

内
外
の
経
済
社
会
が
一
変
し
、
我

々
警
備
業
界
を
巡
る
環
境
も
様
変

わ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
元
々
は
安
倍
前
政
権
の
下
で
経

済
の
好
循
環
を
目
指
し
た
施
策
の

中
で
人
手
不
足
対
策
、
働
き
方
改

革
、工
事
単
価
や
施
設
単
価
問
題
、

入
札
に
お
け
る
分
離
発
注
や
最
低

価
格
制
度
の
導
入
等
に
お
い
て
、

他
の
業
界
の
動
き
の
中
で
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
警
備
業
界
の
様

々
な
要
望
事
項
を
省
庁
横
断
的
な

形
で
政
治
の
場
を
通
じ
て
実
現
し

て
い
く
、
そ
の
た
め
に
は
中
央
と

各
都
道
府
県
に
政
治
連
盟
を
設
立

し
、
警
備
業
協
会
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
行
こ
う
と
の
発
想
で
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
し
た
。

　
昨
年
２
月
頃
か
ら
の
全
世
界
的

な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
政
府
の
側
は

矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
立
案
。
連
盟

と
し
て
は
、
他
に
先
ん
じ
て
要
望

事
項
を
取
り
ま
と
め
与
党
に
強
く

働
き
か
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨

年
３
月
２８
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対

処
方
針
」
の
中
で
事
業
継
続
が
求

め
ら
れ
る
事
業
者
と
し
て
私
共
が

指
定
さ
れ
て
以
来
、
警
備
業
は
、

罹
患
者
の
入
院
先
や
軽
症
者
向
け

宿
泊
施
設
の
警
備
、
三
密
防
止
等

の
雑
踏
警
備
等
、
更
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
あ
っ
て
も
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
金
融
円
滑
化
措
置
や
雇
用
調

整
助
成
金
の
拡
充
等
に
あ
っ
て

は
、
今
回
連
盟
と
し
て
も
強
く
求

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
小

企
業
施
策
の
一
環
と
し
て
私
共
も

そ
の
適
用
を
受
け
、
何
と
か
事
業

継
続
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

ま
た
航
空
保
安
関
係
で
は
便
数
の

大
幅
な
縮
減
に
よ
り
厳
し
い
局
面

に
立
た
さ
れ
て
い
る
事
業
者
も
今

尚
あ
り
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
と
す
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
も

中
止
や
縮
小
、
延
期
等
で
キ
ャ
ン

セ
ル
ポ
リ
シ
ー
も
徹
底
せ
ず
、
２

０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
年
延
期
と
な

る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
累
次
に
亘
る
政
府
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
前
広
に
関
係
先
生
方
に

強
く
お
願
い
し
て
な
ん
と
か
こ
こ

ま
で
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
６
月
の
全
国
警
備
業
連
盟

設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
際
は
当

時
の
安
倍
総
理
、
菅
官
房
長
官
、

更
に
は
自
公
の
幹
事
長
に
激
励
の

言
葉
を
頂
き
、
昨
年
の
新
年
賀
詞

交
歓
会
で
も
多
数
の
先
生
方
に
励

ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

が
、
新
年
早
々
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中

に
あ
っ
て
は
先
生
方
と
と
も
に
パ

ー
テ
ィ
ー
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

ず
、
次
の
６
月
総
会
で
は
関
係
の

先
生
方
に
も
お
集
ま
り
い
た
だ
き

た
く
、
コ
ロ
ナ
が
少
し
で
も
収
ま

る
の
を
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
見

て
お
り
ま
す
。

　
我
が
国
経
済
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍

で
一
変
し
た
と
は
申
せ
、
警
備
業

は
相
変
わ
ら
ず
の
人
手
不
足
、
半

面
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
も
散
見
さ

れ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
ま

す
。
今
年
は
特
に
１
年
遅
れ
の
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
３
月
２５
日

か
ら
は
聖
火
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。
７
月
末
か
ら
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
海
外
か
ら
の
お
客
様
の
無
い

変
則
的
な
大
会
と
な
り
ま
す
が
、

選
手
、
大
会
役
員
関
係
者
は
大
勢

来
日
。
今
年
こ
そ
私
共
は
日
本
の

警
備
業
の
底
力
を
発
揮
し
、
世
界

に
冠
た
る
姿
を
示
し
た
い
も
の
で

す
。

　
東
京
都
警
備
業
連
盟
も
立
ち
上

り
、
２６
都
道
府
県
、
１
全
国
連
盟

の
組
織
、
１
６
８
８
社
が
加
盟
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
２
０
２
０
年

代
は
内
外
の
政
治
経
済
情
勢
は
極

め
て
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
地
域
の
安
全
安
心
を
防
犯
、

防
テ
ロ
、
防
災
、
減
災
の
観
点
か

ら
皆
さ
ん
と
共
に
政
治
の
力
で
変

え
て
い
き
、
警
備
業
の
地
位
向
上

と
皆
様
方
の
発
展
の
た
め
に
共
に

頑
張
っ
て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
。

未
設
置
府
県
で
の
設
立
を
含
め
、

皆
様
方
か
ら
の
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
総
会
に
は
、
自
民
党
の
衆
参
両

院
議
員
３３
人
と
、
警
備
業
か
ら
青

山
理
事
長
、
全
国
警
備
業
協
会
の

福
島
克
臣
専
務
理
事
、
同
協
会
航

空
保
安
検
討
部
会
の
メ
ン
バ
ー
・

折
田
康
徳
氏
（
福
岡
県
警
備
業
協

会
会
長
）
が
出
席
し
た
。
関
係
省

庁
か
ら
は
警
察
庁
と
国
土
交
通
省

の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
説
明
し
た
。

　
竹
本
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
警

備
業
界
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
洗
い
出
し
、
よ
り
良
い
方
向

へ
導
き
た
い
。
早
急
に
や
れ
る
こ

と
は
多
い
は
ず
だ
」
と
述
べ
、
警

備
業
へ
の
支
援
を
改
め
て
表
明
し

た
。

　
青
山
理
事
長
は
「
警
備
業
界
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
何
と
か
や
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
実
態
」と
述
べ
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
や
政
府
の
景
気
対
策

で
の
警
備
業
へ
の
支
援
を
求
め

た
。
ま
た
、
警
備
業
の
「
指
定
公

共
機
関
」
へ
の
追
加
な
ど
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
」
、
適
正
な
労
務

単
価
設
定
へ
の
配
慮
な
ど
「
予
算

・
税
制
等
」
に
関
し
、
連
盟
が
こ

れ
ま
で
関
係
省
庁
な
ど
に
行
っ
て

き
た
要
望
を
改
め
て
説
明
、
協
力

を
求
め
た
。

　
関
係
省
庁
の
説
明
で
は
、
警
察

庁
が
、
同
庁
所
管
の
一
部
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る

中
で
、
警
備
業
法
に
関
す
る
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
国

交
省
は
今
国
会
に
提
出
予
定
の
改

正
航
空
法
や
３
月
か
ら
適
用
さ
れ

る
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
総
会
で
は
元
国
家
公
安
委
員
会

委
員
長
の
古
屋
圭
司
衆
院
議
員

（
岐
阜
５
区
）
、
和
田
政
宗
参
院

議
員
（
比
例
）
、
井
林
辰
憲
衆
院

議
員
（
静
岡
２
区
）
、
葉
梨
康
弘

衆
院
議
員
（
茨
城
３
区
）
な
ど
１０

人
の
議
員
が
発
言
を
求
め
た
。

　
古
屋
氏
は
公
共
工
事
で
の
警
備

業
務
の
分
離
発
注
に
つ
い
て
言

及
。
国
交
省
が
行
っ
て
い
る
、
社

会
保
険
加
入
に
必
要
な
経
費
を
別

枠
明
示
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、

警
備
員
の
適
正
労
務
単
価
の
確
保

を
国
が
建
設
業
者
に
指
導
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

　
和
田
氏
は
、
航
空
法
改
正
に
関

連
し
、
保
安
検
査
の
責
任
主
体
を

公
的
組
織
と
す
る
こ
と
や
同
検
査

で
の
労
務
単
価
を
現
行
の
実
働
時

間
で
は
な
く
拘
束
時
間
と
す
る
こ

と
な
ど
を
求
め
た
。

　
井
林
氏
は
、
大
阪
で
発
覚
し
た

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
証
の
不

正
取
得
に
触
れ
、
「
再
発
防
止
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
警
備
業
全
体
の

水
準
の
維
持
に
関
わ
る
」
と
警
察

庁
に
対
応
を
求
め
た
。
ま
た
、
人

手
不
足
で
各
地
で
建
設
業
界
を
中

心
に
推
進
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
自
主
警
備
（
自
家
警
備
）

に
つ
い
て
、
「
警
察
庁
、
国
土
交

通
省
、
農
林
水
産
省
の
国
に
よ
る

一
定
の
線
引
き
（
制
限
）が
必
要
」

と
指
摘
し
た
。

　
葉
梨
氏
は
「
警
備
業
は
警
察
を

補
完
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
警

察
も
日
銀
券
の
輸
送
や
Ｓ
Ｐ
が
警

備
を
行
う
が
、
警
備
員
と
警
察
官

の
（
労
務
）
単
価
は
格
段
の
差
が

あ
る
」
と
述
べ
、
警
備
員
の
単
価

是
正
を
求
め
た
。

　
同
議
連
は
昨
年
１１
月
１８
日
に
も

開
催
。
青
山
理
事
長
は
同
議
連
で

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
警
備
業
の
現
状

・
課
題
」
や
「
全
国
警
備
業
連
盟

が
政
府
に
提
出
し
て
き
た
各
種
要

望
事
項
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
、

協
力
を
求
め
た
。
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全
国
警
備
業
連
盟
（
青
山
幸
恭
理
事
長
）
は
１１
月
２７
日
、
都
内

で
「
東
京
都
警
備
業
連
盟
設
立
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
き
、
都
内
の
連
盟
賛
助
会
員
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
講
演

会
は
青
山
理
事
長
が
「
警
備
業
連
盟
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
警
備
業
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
要
望
内
容
を
説
明
。

青
山
理
事
長
は
今
年
度
中
に
設
立
予
定
の
東
京
都
の
警
備
業
連
盟

と
全
国
警
備
業
連
盟
が
力
を
合
わ
せ
、
警
備
業
の
地
位
を
上
げ
よ

う
と
呼
び
掛
け
た
。
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

熱心に講演を聞く１００人の賛助会員

東京の連盟設立に向けて
語る鎌田氏

　
講
演
に
先
立
ち
、
東
京
都
の
賛
助
会

員
を
代
表
し
て
鎌
田
伸
一
郎
氏
（
東
京

都
警
備
業
協
会
会
長
）
が
次
の
よ
う
に

あ
い
さ
つ
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

　
警
備
業
有
志
は
か
ね
て
よ
り
、
全
国

４７
都
道
府
県
に
政
治
団
体
で
あ
る
警
備

業
連
盟
を
設
立
し
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
し
た
。
東
京
で
も
２
年
前
か
ら
有
志

で
連
盟
立
ち
上
げ
の
協
議
を
始
め
、
警

備
業
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
有
効
だ
と
考
え
た
こ
と

か
ら
、
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
東
京
で
は
２
０
２
０
年
７
月
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
て
い
た
た
め
、

大
会
警
備
に
全
力
投
球
し
て
閉
幕
後
か

ら
本
格
的
に
着
手
す
る
予
定
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
会
は
２１
年
に
延
期
と
な

り
、
警
備
業
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
が

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

災
い
の
収
束
は
見
通
せ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
の
ん
び
り
と
構
え
て
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
全
国
の
主
要
な
都
道
府
県

で
連
盟
が
未
成
立
な
の
は
東
京
の
み
の

た
め
、
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
に
は

設
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
初
代
理
事
長
の
人
選
を
行
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
警
備
業
の
皆
さ
ま
に
連

盟
の
目
的
や
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
本
日
の
会

を
催
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
警
備
業
連
盟
は
青
山
幸
恭
理
事

長
と
橋
本
満
副
理
事
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策

要
望
を
行
っ
て
警
備
業
に
と
っ
て
有
益

な
政
策
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
東
京
の
警
備
業
一
同
は
「大
東
京
」

を
挙
げ
て
全
国
警
備
業
連
盟
を
支
援
し

ま
す
。

橋本副理事長

　
警
備
業
界
の
声
を
幅
広
く
政
治

の
世
界
に
届
け
る
こ
と
を
大
き
な

目
的
に
設
立
し
た
「
全
国
警
備
業

連
盟
」
は
現
在
、
全
国
２６
都
道
府

県
に
連
盟
を
置
き
、
会
員
社
数
は

１
６
８
８
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
は
東
京
都
に
も
連
盟

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
本
年
早

期
に
３０
連
盟
、
３
０
０
０
会
社
員

数
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
青
山
理
事
長
の
献
身

的
な
ご
活
躍
を
支
え
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
題
を
受
け
て
、
政
権
与
党
に
対

し
て
「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る

要
望
」
な
ど
を
５
回
に
わ
た
り
提

出
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
国
警
備
業
連
盟
ニ
ュ

ー
ス
第
３
号
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
要
望
で
は
、
警
備

業
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お

い
て
も
社
会
の
安
定
の
維
持
を
目

的
と
し
て
、
企
業
の
活
動
を
維
持

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス

を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
、
最
前

線
で
警
備
に
当
た
る
警
備
員
の
健

康
を
守
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
優

先
接
種
の
対
象
に
位
置
付
け
る
よ

う
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
の
要
望
に
対
し
て
、
菅
義

偉
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
自
民
党

警
備
議
連
・
竹
本
直
一
会
長
、
公

明
党
・
井
上
義
久
副
代
表
な
ど
は

真
摯
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
概

ね
要
望
に
沿
う
政
策
実
行
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
政
権
与
党
は
、
河
合
克
行
夫
妻

の
現
金
配
布
公
職
選
挙
法
違
反
事

件
、
前
農
水
大
臣
の
汚
職
事
件
、

与
党
議
員
の
銀
座
深
夜
飲
食
事
案

等
に
よ
り
支
持
率
の
低
下
が
顕
著

で
あ
り
誠
に
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
、私
た
ち
警
備
業
連
盟
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
地
元

議
員
先
生
と
の
密
接
な
関
係
を
保

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
の
地
元
広
島
に
お
き
ま
し
て

も
、
自
民
党
広
島
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
広
島
市
議
会
議
員
の
先
生

方
を
交
え
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

は
じ
め
、
機
会
あ
る
ご
と
に
会
合

を
開
き
、
活
動
方
針
の
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
各
先
生
か
ら
ご
指

導
を
頂
き
、
さ
ら
に
は
懇
親
を
深

め
る
な
ど
人
間
関
係
醸
成
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
歴
史
的
に
は
感
染
症
に
よ
り
多

く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
類
の
英
知
で
そ

の
つ
ど
勝
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
も
そ
う
遠

く
な
い
日
に
解
決
に
向
か
う
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
警
備
業
の
さ
ら
な
る
地
位
向
上

及
び
警
備
員
の
経
済
的
地
位
の
向

上
の
た
め
、
全
国
の
警
備
業
連
盟

の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

◆
警
備
業
の
今
後
�
年
の
展
望

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
顧
客
の
安
全

安
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
経
済
社
会

の
再
興
を
後
支
え
す
る
極
め
て
重

要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。
し
っ

か
り
と
し
た
企
業
基
盤
を
築
い

て
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
業
務

の
品
質
向
上
、
法
令
順
守
と
い
っ

た
こ
と
か
ら
、
処
遇
改
善
や
女
性

採
用
の
促
進
な
ど
に
よ
っ
て
人
材

を
確
保
し
、
依
頼
さ
れ
た
業
務
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整

え
よ
う
。

　
少
子
高
齢
化
は
こ
れ
か
ら
、
深

刻
さ
を
増
し
て
く
る
。
人
材
に
は

限
り
が
あ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
省
力
化
と

生
産
性
向
上
が
業
界
に
全
体
に
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
交
通
誘
導
警
備
や
施
設
警
備
と

い
っ
た
従
来
の
業
務
に
と
ど
ま
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
サ
イ
バ
ー
対
策
や
テ

ロ
防
止
、
国
の
安
全
保
障
へ
の
協

力
な
ど
も
新
た
な
事
業
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

◆
全
国
警
備
業
連
盟
の
今
後
の
要

望
内
容

　
国
と
都
の
予
算
編
成
に
対
応
し

た
交
通
誘
導
と
施
設
警
備
単
価
の

引
き
上
げ
、
最
低
制
限
価
格
、
分

離
発
注
を
要
請
す
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
の
雇

用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
は
７

月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
ま
で
延

長
す
る
よ
う
に
求
め
た
い
。
金
融

支
援
措
置
の
延
長
と
高
齢
者
雇
用

や
女
性
活
躍
進
助
成
金
の
拡
充
な

ど
も
必
要
だ
。

　
災
害
対
策
や
感
染
症
対
策
で
の

警
備
業
の
積
極
的
な
位
置
づ
け
を

求
め
る
。
警
備
業
法
に
は
災
害
時

の
役
割
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

災
害
時
に
は
行
政
が
無
償
で
警
備

員
を
出
動
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

た
め
問
題
だ
。

◆
業
界
規
模
と
ニ
ー
ズ
の
変
化

　
警
察
庁
が
２
０
２
０
年
６
月
に

発
表
し
た
警
備
業
の
概
況
に
よ
れ

ば
、
２
０
１
９
年
の
警
備
業
者
数

は
１８
年
よ
り
も
１
９
４
増
加
し
た

９
９
０
８
社
と
な
っ
て
い
る
。
会

社
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
も

は
や
警
備
業
は
社
会
に
必
要
不
可

欠
な
公
共
財
の
よ
う
な
存
在
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
社
会
の
警
備
業
へ
の
ニ
ー
ズ
も

拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
施

設
警
備
や
交
通
誘
導
警
備
と
い
っ

た
業
務
に
加
え
て
、
災
害
時
に
お

け
る
支
援
活
動
、
最
近
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
施
設
来
館
者
へ
の
検

温
な
ど
新
た
な
業
務
需
要
が
増
え

て
い
る
。

◆
人
材
不
足
が
深
刻

　
少
子
高
齢
化
や
他
の
産
業
と
比

較
し
て
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な

賃
金
の
問
題
も
あ
り
、
警
備
業
は

深
刻
な
人
材
不
足
が
続
い
て
い

る
。
介
護
や
飲
食
も
同
じ
傾
向
だ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
業
界
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
材
難
が
や
や
緩

和
し
て
い
る
。し
か
し
東
京
で
は
、

警
備
業
は
い
ま
だ
に
有
効
求
人
倍

率
が
１０
倍
を
超
え
て
い
る
。

　
人
手
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、

女
性
の
活
躍
が
求
め
ら
れ
る
。
警

備
会
社
に
は
男
女
別
ロ
ッ
カ
ー
室

や
ト
イ
レ
の
整
備
、
女
性
が
着
た

い
と
思
え
る
制
服
を
採
用
す
る
な

ど
の
施
策
が
必
要
だ
。
厚
生
労
働

省
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
制
度
を

設
け
て
お
り
、
有
効
に
活
用
し
て

ほ
し
い
。

◆
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
大

企
業
で
は
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
、
中
小
企
業
に
は
２０
年
４
月
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
る
。月
４５
時
間
、

年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
て
、

守
れ
な
か
っ
た
場
合
は
６
か
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
３０
万
円
以
下
の

罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
警
備
会
社

に
と
っ
て
は
厳
し
い
法
律
だ
が
、

効
率
的
な
勤
務
体
制
の
整
備
と
厳

格
な
管
理
体
制
で
法
令
を
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
働
き
方
改
革
」
に
関
し
て
は

２１
年
４
月
か
ら
は
中
小
企
業
に
も

同
一
労
働
同
一
賃
金
が
適
用
さ
れ

る
な
ど
、
今
後
も
対
応
す
る
べ
き

も
の
が
控
え
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

方
面
か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
対

策
を
講
じ
よ
う
。



全国警備業連盟ニュース（３） 令和３年（２０２１年）３月号 第４号　

　
全
国
警
備
業
連
盟
が
昨
年
９
月
に
関
係
省
庁
や
自
民
・
公
明

の
両
与
党
に
提
出
し
た
「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
要
望
」は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
か
ら
適
正
な
警
備
料

金
の
実
現
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
要
望
は
連
盟
の
積
極
的
な
働

き
掛
け
に
よ
り
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
。

各地の警備業連盟

都道府県 理事長 所属企業　役職 会員社数

北海道 宮武亨丞 （株）メンティス　代表取締役 １７０

秋田県 内村和人 大洋ビル管理（株）代表取締役 ２５

岩手県 越場健一 桜心警備保障（株）代表取締役 ２２

宮城県 後藤公伸 （株）日本パトロール警備保障　代表取締役 ５８

福島県 星亨 （株）グリーセス　会長 ５５

栃木県 青木勲 北関東綜合警備保障（株）代表取締役会長 ４４

群馬県 山﨑春男 ＡＬＳＯＫ群馬（株）代表取締役社長 ３４

茨城県 井澤卓司 （株）水戸警備保障　代表取締役 ５４

埼玉県 上園俊樹 （株）セキュリティ　代表取締役 ２６

東京都 田中範弥 朝日管財（株）取締役社長 １６２（見込）

神奈川県 田邊中 （株）ＫＳＰ　代表取締役社長 １６９

長野県 浅妻豊 （株）全日警サービス長野　代表取締役 ３７

富山県 成伯仁志 （株）パトロード富山　代表取締役社長 ３１

石川県 宮野浩 北陸綜合警備保障（株）　取締役会長 ２７

愛知県 金子慶太郎 セクダム（株）　代表取締役 １９０

岐阜県 河野秀明 大日本警備保障（株）代表取締役 ３３

大阪府 榎本博 堺総合警備（株）　代表取締役 １５０

広島県 七河義孝 （株）保安警備　代表取締役 ６０

愛媛県 横川毅 愛媛綜合警備保障（株）　取締役副社長 ３０

徳島県 五島寛治 （有）ファイブセキュリティシステム １９

香川県 梶原慶二 ＡＬＳＯＫ香川（株）　代表取締役 ２６

高知県 稲田孝明 ＡＬＳＯＫ高知（株）代表取締役 ２０（見込）

福岡県 近藤雅則 安確警備保障（株）　代表取締役社長 ６４

長崎県 堀内敏也 （株）中央綜合警備保障　代表取締役社長 ２８

熊本県 渡邉勝彦 ＡＬＳＯＫ熊本（株）　代表取締役社長 ２６

鹿児島県 永山一巳 九州綜合警備保障（株）代表取締役会長 ３９

令和３年３月１２日現在。※見込み

交通誘導警備員の新労務単価

　

交通誘導警備員Ａ 交通誘導警備員Ｂ

新単価
対前年度
増減

必要経費
を付加し
た新単価

新単価
対前年度
増減

必要経費
を付加し
た新単価

北海道 ��� ７００ ��� ��� ２００ ���

東　北

青　森 ��� ６００ ��� ��� ３００ ���

岩　手 ��� ７００ ��� ��� ３００ ���

宮　城 ��� ８００ ��� ��� ２００ ���

秋　田 ��� ６００ ��� ��� ３００ ���

山　形 ��� ８００ ��� ��� ３００ ���

福　島 ��� ８００ ��� ��� ２００ ���

関　東

茨　城 ��� １００ ��� ��� ４００ ���

栃　木 ��� １００ ��� ��� ４００ ���

群　馬 ��� １００ ��� ��� ５００ ���

埼　玉 ��� ０ ��� ��� ５００ ���

千　葉 ��� １００ ��� ��� ５００ ���

東　京 ��� １００ ��� ��� ４００ ���

神奈川 ��� １００ ��� ��� ４００ ���

山　梨 ��� １００ ��� ��� ４００ ���

長　野 ��� １００ ��� ��� ３００ ���

北　陸

新　潟 ��� ０ ��� ��� ２００ ���

富　山 ��� ０ ��� ��� ２００ ���

石　川 ��� ０ ��� ��� ２００ ���

中　部

岐　阜 ��� １００ ��� ��� ０ ���

静　岡 ��� １００ ��� ��� ０ ���

愛　知 ��� ２００ ��� ��� ０ ���

三　重 ��� １００ ��� ��� ０ ���

近　畿

福　井 ��� ５００ ��� ��� ３００ ���

滋　賀 ��� ４００ ��� ��� ２００ ���

京　都 ��� ４００ ��� ��� ２００ ���

大　阪 ��� ５００ ��� ��� ２００ ���

兵　庫 ��� ４００ ��� ��� ２００ ���

奈　良 ��� ４００ ��� ��� ２００ ���

和歌山 ��� ５００ ��� ��� ２００ ���

中　国

鳥　取 ��� ２００ ��� ��� ２００ ���

島　根 ��� ２００ ��� ��� ２００ ���

岡　山 ��� ３００ ��� ��� ２００ ���

広　島 ��� ３００ ��� ��� ２００ ���

山　口 ��� ３００ ��� ��� ２００ ���

四　国

徳　島 ��� ０ ��� ��� １００ ���

香　川 ��� ０ ��� ��� １００ ���

愛　媛 ��� ０ ��� ��� ２００ ���

高　知 ��� ０ ��� ��� １００ ���

九　州

福　岡 ��� ４００ ��� ��� ３００ ���

佐　賀 ��� ４００ ��� ��� ３００ ���

長　崎 ��� ４００ ��� ��� ３００ ���

熊　本 ��� ５００ ��� ��� ４００ ���

大　分 ��� ４００ ��� ��� ３００ ���

宮　崎 ��� ４００ ��� ��� ３００ ���

鹿児島 ��� ４００ ��� ��� ４００ ���

沖　縄 ��� ３００ ��� ��� ２００ ���

全国平均（単純平均） ��� ２９６ ��� ��� ２４９ ���

　 〃 　（加重平均） ��� ３１１ 　 ��� ２４１

　
国
土
交
通
省
が
昨
年
１２
月
１０
日

に
公
表
し
た
２
０
２
１
年
度
の

「
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
」は
、

単
価
と
し
て
示
さ
れ
る
「警
備
員
」

な
ど
の
３
職
種
計
の
全
国
平
均
単

価
は
前
年
度
に
比
べ
１
・
４
㌫
ア

ッ
プ
し
た
。

　
警
備
業
務
の
労
務
単
価
は
、「警

備
員
Ａ
」
（
施
設
警
備
１
級
の
検

定
資
格
保
有
者
ま
た
は
実
務
経
験

６
年
程
度
）
が
全
国
平
均
１
万
４

１
８
０
円
。
前
年
度
比
２
３
０
円

（
１
・
６
㌫
）
増
加
。
「
警
備
員

Ｂ
」
（
２
級
の
検
定
資
格
者
ま
た

は
実
務
経
験
３
年
以
上
６
年
未
満

程
度
）
は
１
万
２
１
０
０
円
の
同

２
３
０
円
（
１
・
９
㌫
）
増
。「警

備
員
Ｃ
」
（
実
務
経
験
３
年
未
満

程
度
）
は
１
８
０
円
（１
・
８
㌫
）

増
の
１
万
７
０
０
円
だ
っ
た
。

　
同
省
が
２
月
１９
日
に
公
表
し
た

２１
年
３
月
か
ら
適
用
す
る
「
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
」
は
、
全
国

・
全
職
種
平
均
の
単
価
が
２
万
４

０
９
円
（
加
重
平
均
値
）
。
伸
び

率
は
対
前
年
度
比
１
・
２
㌫
増

（
単
純
平
均
値
）
と
な
り
前
回
の

２
・
５
㌫
増
を
下
回
っ
た
。
一
方

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
先
行
き

の
不
透
明
感
か
ら
一
時
的
な
賃
金

抑
制
が
発
生
し
た
」
と
同
省
は
判

断
。
昨
秋
の
労
務
費
調
査
で
単
価

が
前
年
度
を
下
回
っ
た
地
域
・
職

種
に
つ
い
て
、
単
価
を
前
年
度
と

同
額
に
据
え
置
く
特
別
措
置
を
講

じ
た
。

　
警
備
業
の
労
務
単
価
（
左
表
）

は
、
交
通
誘
導
警
備
業
務
の
１
級

ま
た
は
２
級
の
検
定
合
格
警
備
員

の
「
警
備
員
Ａ
」
が
、
地
域
や
標

本
数
な
ど
で
重
み
付
け
し
た
加
重

平
均
値
で
１
万
４
３
６
４
円
（
単

純
平
均
値
１
万
４
２
８
７
円
）
、

警
備
員
Ａ
以
外
の
「
警
備
員
Ｂ
」

が
１
万
２
５
６
２
円
（
同
１
万
２

２
８
５
円
）
だ
っ
た
。
前
回
Ａ
、

Ｂ
と
も
に
全
職
種
平
均
を
下
回
っ

た
伸
び
率
は
、
今
回
は
と
も
に
２

・
１
㌫
増
と
全
職
種
平
均
を
上
回

っ
た
。
し
か
し
単
価
額
は
、
建
設

現
場
で
簡
単
な
清
掃
や
後
片
付

け
、
草
む
し
り
、
水
撒
き
な
ど
を

行
う
「
軽
作
業
員
」
の
１
万
４
６

２
３
円
を
Ａ
、Ｂ
と
も
に
下
回
り
、

さ
ら
な
る
単
価
ア
ッ
プ
の
必
要
性

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国

交
省
が
昨
秋
行
っ
た
「
労
務
費
調

査
」
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
な

ど
に
よ
り
単
価
が
前
年
度
を
下
回

っ
た
新
潟
・
徳
島
・
香
川
・
愛
媛

・
高
知
（
警
備
員
Ａ
）
と
、
岐
阜

・
静
岡
・
三
重
（
警
備
員
Ｂ
）は
、

特
別
措
置
よ
り
単
価
が
前
年
度
単

価
に
据
え
置
か
れ
た
。

　
全
国
警
備
業
連
盟
は
、
「
建
築

保
全
業
務
労
務
単
価
」
「
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
」
と
も
に
、
国

交
省
に
「適
正
な
労
務
単
価
設
定
」

を
要
請
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
同
省
は
航
空
保
安
検

査
の
充
実
の
た
め
、
航
空
法
を
改

正
す
る
。
同
検
査
の
多
く
は
警
備

業
が
担
っ
て
い
る
が
、
検
査
が
法

令
上
明
確
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
警

備
員
が
旅
客
か
ら
暴
言
・
暴
力
を

受
け
る
な
ど
の
事
案
が
発
生
。
こ

の
た
め
国
交
省
は
保
安
検
査
の
法

的
位
置
づ
け
を
明
確
化
、
保
安
検

査
の
確
実
な
実
施
を
目
指
す
。

　
全
国
警
備
業
連
盟
は
保
安
検
査

の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化
と
と

も
に
、
責
任
主
体
を
現
行
の
航
空

会
社
か
ら
国
や
空
港
管
理
会
社
な

ど
へ
の
変
更
も
要
望
。
同
要
望
に

対
し
国
交
省
は
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
を
受
け
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
を
延
長
し

た
。
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
事
業

活
動
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事

業
主
が
、
従
業
員
を
一
時
的
に
休

業
に
し
て
雇
用
維
持
を
図
っ
た
場

合
に
、
休
業
手

当
相
当
額
を
助

成
す
る
制
度
。

こ
れ
ま
で
同
省

は
２
月
�
日
ま

で
を
期
限
に
同

助
成
金
の
特
例

措
置
を
講
じ
て

き
た
が
、
こ
の

特
例
措
置
を
４

月
�
日
ま
で
延

長
し
た
。

　
全
国
警
備
業

連
盟
は
、
延
期

さ
れ
た
東
京
２

０
２
０
警
備
の

確
実
な
実
施
の

た
め
、
同
助
成

金
の
半
年
程
度

の
延
長
を
同
省

に
要
望
し
て
い

た
。

　
全
国
警
備
業
連
盟
は
３
月
１２

日
、
第
６
回
理
事
会
を
都
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
し
た
。
前
回
（
昨
年

８
月
）
同
様
、
今
回
も
リ
モ
ー
ト

会
議
を
併
用
し
た
。
ま
た
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
新
た
に
設
立

さ
れ
た
東
京
都
警
備
業
連
盟
の
田

中
範
弥
理
事
長
と
群
馬
県
警
備
業

連
盟
の
山
﨑
春
男
理
事
長
、
神
奈

川
県
警
備
業
政
治
連
盟
の
田
邊
中

理
事
長
も
参
加
。
活
動
状
況
を
報

告
す
る
と
も
に
連
盟
の
理
念
や
活

動
の
方
向
性
を
共
有
し
た
。

　
青
山
理
事
長
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が

３
月
９
日
に
発
表
し
た
経
済
デ
ー

タ
を
紹
介
。
「
今
年
の
世
界
経
済

は
プ
ラ
ス
５
・
６
㌫
、
日
本
も
同

２
・
７
㌫
成
長
と
い
う
明
る
い
見

通
し
が
示
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
一

方
で
、
「
警
備
業
の
単
価
は
昔
の

失
対
（
失
業
対
策
）
事
業
の
時
よ

り
低
い
」
と
指
摘
。
警
備
業
界
の

地
位
向
上
に
力
を
注
ぐ
必
要
性
を

強
調
し
た
。

　
議
事
で
は
①
令
和
３
年
度
事
業

計
画
（
案
）
②
同
収
支
予
算
（案
）

③
理
事
の
選
任
―
―
な
ど
に
つ
い

審
議
。
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
、
６

月
９
日
開
催
予
定
の
次
回
総
会
に

付
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、①
令
和
２
年
度
収
支
決
算
（見

込
み
）
②
同
事
業
報
告
（
案
）
③

こ
れ
ま
で
の
要
望
事
項
に
対
す
る

主
な
成
果
④
今
後
の
要
望
事
項

（
案
）
―
―
な
ど
と
と
も
に
、
各

都
道
府
県
連
盟
の
理
事
長
が
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
活
発
な
活
動
を

報
告
し
た
。
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全国警備業連盟役員
【理事長】青山幸恭（東京・綜合警備保障㈱代表取締役社長）

【副理事長】橋本満（広島・㈱ニットー代表取締役会長）

【会計責任者、理事】井澤卓司（茨城・㈱水戸警備保障代表取締役）

【会計責任者の職務代行者理事】金子慶太郎（愛知・セクダム㈱代表取締役）

【理事】宮武亨丞（北海道・㈱メンティス代表取締役）

【理事】後藤公伸（宮城・㈱日本パトロール警備保障代表取締役）

【理事】榎本博（大阪・堺総合警備㈱代表取締役）

【理事】七河義孝（広島・㈱保安警備代表取締役）

【理事】近藤雅則（福岡・安確警備保障㈱代表取締役社長）

【監事】横川毅（愛媛・愛媛綜合警備保障㈱取締役副社長）

【監事】池田秀樹（税理士・池田秀樹事務所）

【顧問】上原美都男（元全国警備業協会専務理事）

設立総会に出席した皆さん

講演する藏内議員（上）。（下）
は左から野原議員、近藤理事
長、藏内議員、折田会長

活発な意見が交わされた

　
警
備
業
は
、
１
９
６
２
年
に
誕

生
し
て
以
来
、
多
く
の
先
人
と
お

客
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
防
犯

・
防
災
の
観
点
か
ら
社
会
に
安
全

・
安
心
を
提
供
す
る
生
活
安
全
産

業
と
し
て
の
地

位
を
築
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中

で
、
私
共
警
備

業
全
体
を
取
り

巻
く
情
勢
を
み

ま
す
と
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ

り
、
警
備
員
不

足
の
状
況
に
陥
る
と
と
も
に
、
価

格
競
争
の
激
化
等
に
よ
り
、
警
備

料
金
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
こ
れ
が

警
備
員
の
賃
金
低
下
と
警
備
業
へ

の
就
職
希
望
者
数
の
減
少
を
も
た

ら
し
、
更
な
る
慢
性
的
な
警
備
員

不
足
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
警

備
業
界
唯
一
の
全
国
規
模
の
業
界

団
体
で
あ
る
（
一
社
）
全
国
警
備

業
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
理

や
官
房
長
官
を
は
じ
め
関
係
省
庁

等
の
大
臣
を
含
め
た
行
政
機
関
に

対
し
て
、
警
備
業
を
取
り
巻
く
様

々
な
課
題
に
関
す
る
要
請
（陳
情
）

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
成
果

と
し
て
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
上
昇
や
積
算
基
準
の
見
直
し
、

更
に
は
建
築
保
全
業
務
積
算
基
準

の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
あ

る
一
定
の
改
善
は
な
さ
れ
き
て
お

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
更
に
益

々
増
加
が
予
想
さ
れ
る
警
備
業
へ

の
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応

じ
て
い
く
た
め
に
は
、
改
善
・
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

多
々
あ
り
ま
す
。
特
に
、
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
の
入
札
物
件
等

に
お
い
て
は
、
警
備
業
務
を
含
め

て
一
括
発
注
さ
れ
、
こ
れ
が
警
備

料
金
の
低
廉
化
を
招
い
て
い
る
現

状
の
解
決
や
、
人
手
不
足
問
題
と

相
俟
っ
て
、労
務
単
価
の
引
上
げ
、

働
き
方
改
革
に
伴
う
労
務
管
理
の

厳
格
化
へ
の
対
処
、
外
国
人
の
雇

用
等
の
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け

て
、
我
々
の
要
望
を
関
係
行
政
機

関
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
政
治

を
含
め
各
方
面
に
積
極
的
か
つ
重

層
的
に
主
張
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
警
備
業
界
と

し
て
政
治
団
体
を
設
立
し
、
政
党

や
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会

の
構
成
員
で
あ
る
国
会
議
員
等
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
警
備
業

界
の
実
情
、
課
題
等
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
政
党
や
国
会
議
員
等
の

各
種
活
動
を
警
備
業
の
立
場
か
ら

支
援
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
の
度
、

新
た
に
全
国
警
備
業
連
盟
を
設
立

し
、
警
備
業
の
社
会
的
・
経
済
的

地
位
の
向
上
と
、
そ
の
発
展
を
促

進
さ
せ
る
た
め
に
、
政
治
資
金
規

正
法
や
公
職
選
挙
法
等
の
法
令
遵

守
の
下
に
政
治
活
動
を
行
い
、
我

が
国
の
社
会
公
共
の
安
全
の
確
保

に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
ご
賛
同
い
た
だ
く
こ
と
を
切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
２
０
１
９
年
４
月
２６
日

発
起
人
一
同

要望書を手にする七河理事長（右）と
斉藤副代表

　
広
島
県
警
備
業
連
盟
（
七
河
義

孝
理
事
長
）
は
２
０
２
０
年
１１
月

２１
日
、
公
明
党
広
島
県
支
部
の
政

策
要
望
懇
談
会
に
七
河
理
事
長
と

清
水
高
広
副
理
事
長
が
参
加
し
要

望
書
を
提
出
し
た
。
懇
談
会
に
は

公
明
党
広
島
県
本
部
か
ら
田
川
寿

一
代
表
（
県
議
）
の
ほ
か
斉
藤
鉄

夫
党
副
代
表
（
衆
院
議
員
）
ら
が

参
加
し
た
。

　
連
盟
か
ら
の
主
な
要
望
内
容
は

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
警
備
員
の

安
全
健
康
管
理
②
適
正
な
警
備
料

金
の
積
算
③
最
低
制
限
価
格
制
度

の
導
入
お
よ
び
分
離
発
注
の
徹
底

―
―
な
ど
。

　
③
に
つ
い
て
清
水
副
理
事
長
は

「一
括
発
注
で
は
、落
札
者
が
警
備

業
務
部
分
の
み
を
警
備
会
社
に
委

託
す
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
適

正
な
警
備
料
金
の
支
払
い
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
こ
の

よ
う
な
制
度
が
警
備
料
金
を
低
価

格
に
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。

　
福
岡
県
警
備
業
政
治
連
盟
（
近

藤
雅
則
理
事
長
）
は
２
０
２
０
年

１１
月
１６
日
、
県
議
会
の
藏
内
勇
夫

議
員
と
野
原
隆
士
議
員
を
講
師
に

招
い
て
研
修
会
を
開
い
た
。

　
研
修
会
は
８
月
２４
日
に
鬼
木
誠

衆
院
議
員
（
「
自
民
党
警
備
業
の

更
な
る
発
展
を
応
援
す
る
議
員
連

盟
」
事
務
局
長
）
を
講
師
に
招
い

た
第
１
回
に
続
き
２
回
目
。
来
賓

の
折
田
康
徳
・
福
岡
県
警
備
業
協

会
会
長
ら
約
６０
人
が
参
加
し
た
。

　
連
盟
の
県
へ
の
要
望
書
提
出
時

に
同
席
す
る
な
ど
警
備
業
へ
の
理

解
が
深
い
両
県
議
は
、
政
治
連
盟

の
役
割
を
解
説
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
も
、
国
な
ど
の
施
策
を
説

明
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
熊
本
県
警
備
業
連
盟
（
渡
邊
勝

彦
理
事
長
）
は
１
月
２１
日
、
設
立

総
会
を
熊
本
市
内
で
開
催
し
た
。

加
盟
は
２６
社
で
、
１０
社
が
出
席
し

た
。
設
立
発
起
人
代
表
の
渡
邊
勝

彦
氏
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
熊
本
代
表
取

締
役
社
長
）
が
初
代
理
事
長
に
就

任
し
た
。
昨
年
９
月
２３
日
に
熊
本

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
政
治
団
体

設
立
届
を
提
出
し
て
い
た
。

　
渡
邊
理
事
長
は
「警
備
業
界
は
、

国
民
の
安
全
安
心
を
守
る
生
活
安

全
産
業
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
期

待
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
業
界
の
現
状
は
、
警
備
料
金
問

題
、
労
働
環
境
の
整
備
や
労
務
管

理
の
問
題
、
深
刻
な
警
備
員
不
足

な
ど
の
課
題
が
山
積
だ
」と
述
べ
、

解
決
を
図
る
た
め
に
警
備
業
連
盟

を
発
足
さ
せ
た
と
説
明
し
た
。

　
連
盟
は
政
党
や
政
治
家
へ
の
要

請
（
陳
情
）
活
動
、
国
と
地
方
自

治
体
の
予
算
等
に
関
連
し
た
議
会

動
向
の
把
握
な
ど
に
力
を
注
ぐ
。

　
愛
媛
県
警
備
業
連
盟
（
横
川
毅

理
事
長
）
は
２
０
２
０
年
１０
月
２０

日
、
愛
媛
県
警
備
業
協
会
（
二
宮

義
晴
会
長
）と
共
に
県
と
松
山
市
、

自
民
党
愛
媛
県
支
部
連
合
会
、
愛

媛
県
建
設
業
協
会
な
ど
を
訪
問
し

要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
要
望
内
容
は
①
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
②
最
低
制
限
価
格
制
度
の

導
入
③
勤
務
環
境
の
改
善
④
警
備

業
務
発
注
の
平
準
化
―
―
の
４
項

目
。
横
川
理
事
長
は
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
説
明
も
行
っ
た
。

　
鹿
児
島
県
警
備
業
政
治
連
盟

（
永
山
一
巳
理
事
長
）
は
２
０
２

０
年
１１
月
９
日
、
自
民
党
鹿
児
島

県
支
部
連
合
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
支
援
並

び
に
諸
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
連
盟
か
ら

永
山
理
事
長
が
出
席
し
た
ほ
か
、

鹿
児
島
県
警
備
業
協
会
の
上
拾
石

秀
一
会
長
も
参
加
し
た
。
　

　
自
民
党
か
ら
は
日
髙
滋
幹
事
長

を
は
じ
め
と
し
た
県
議
１０
人
と
、

県
選
出
国
会
議
員
の
秘
書
ら
９
人

が
出
席
し
た
。

　
要
望
内
容
は
①
事
業
継
続
へ
向

け
た
補
助
金
や
支
援
・
雇
用
創
出

事
業
に
お
け
る
警
備
業
の
積
極
的

な
活
用
②
公
共
工
事
の
交
通
誘
導

警
備
に
お
け
る
安
易
な
自
主
警
備

・
自
家
警
備
の
導
入
禁
止
③
入
札

・
契
約
制
度
の
見
直
し
―
―
な

ど
。
意
見
交
換
で
は
、
連
盟
・
協

会
が
実
情
を
説
明
、
支
援
と
協
力

を
求
め
た
。

事
務
局
よ
り

◆
令
和
３
年
度
総
会
の
開
催
の
お

知
ら
せ
。
▽
日
時
：
令
和
３
年
６

月
９
日
�
時
�
分
か
ら
▽
場
所
：

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
〒
１
６
０

―
８
３
３
０
　
東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
２
―
２
―
１
、
☎
０３
―
３
３

４
４
―
０
１
１
１
（
代
表
）
に
て

開
催
予
定

◆
全
国
警
備
業
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
１
月
８
日
に
開
設
し
ま
し

た
。
会
員
限
定
の
閲
覧
ペ
ー
ジ
も

あ
り
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
初
回
閲
覧
時
に
は
設
定

を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
は
、
本

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活
用
し
て
情
報

発
信
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
ｈ

ｔｔ
ｐ
ｓ：／
／
ｋ
ｅ
ｉ
ｂ
ｉ
ｇ
ｙ
ｏ
―
ｒ
ｅ
ｎ
ｍ
ｅ

ｉ．ｊ
ｐ
／
で
す
。


